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刊行に当たって

今日、我が国の情報化の進展はめざましく、その影響は社会のあらゆる分野に及び、日常生

活にも大きな変化をもたらしています。パーソナルコンピュータは高機能化するとともにネッ

トワークに対応した機能を備え、計算機としてだけでなく通信手段として重要な働きをするよ

うになってきました。２１世紀の高度情報通信社会に生きていく子どもたちにとって、情報活

用能力は「読み、書き、算盤」に並ぶ基礎・基本と位置づけられ、学校教育において育成すべ

き資質として重視されているところです。

本年度は、新学習指導要領が告示され、コンピュータ等の情報手段の活用を一層推進すると

ともに、中学校では技術・家庭科の内容のうち情報基礎の領域が必修化され、高等学校では普

通教科としての「情報」が必修として、盲・聾・養護学校高等部では選択科目として「情報」

及び「流通・サービス」が新設されるなど、情報化への積極的な対応が図られています。また、

本年度は、「へき地学校高度情報通信設備活用方法研究開発事業」「光ファイバー網による学

校ネットワーク活用方法研究開発事業」「先進的教育用ネットワークモデル地域事業」「衛星

通信を活用した教育情報通信ネットワーク整備事業」など情報通信ネットワークの教育利用に

関する新規事業が次々と開始された年でもありました。更に、文部省では当初予定していた計

画を２年早めて、平成１３年度までにすべての学校をインターネットに接続することが計画さ

れています。

当総合教育センターでは、情報教育の推進に必要な教職員研修の充実と施設・設備の整備を

進め、平成８年度に「京都府情報教育ソフトウェアライブラリーセンター」を開設したのに続

き、昨年度には「京都府教育情報ネットワークシステム拠点」を整備し、府内の公立諸学校を

結ぶネットワークの構築とインターネットの学校教育への活用を図っています。

また、当総合教育センターの主要な事業の一つである研究事業として、情報教育研究部では、

２年間にわたって「情報通信ネットワークの活用に関する研究」を行い、本年度で完成年度を

迎えました。第１年次には、学校における情報通信ネットワークの活用に関する先行研究及び

実践状況、学校における情報通信ネットワーク構築の状況を探るとともに京都みらいネットの

効果的な活用方法を検討しました。本年度は、府内の公立学校を対象として、ネットワーク環

境やネットワークの教育利用などに関するアンケート調査を依頼するとともに研究協力校に情

報通信ネットワークの教育利用について実践的研究を依頼し、ネットワークを教育利用する際

の課題等を探りました。特に研究協力者の皆様には実践的、専門的な立場から貴重な助言をい

ただいています。厚く御礼申し上げます。

本資料は、２年間にわたる研究成果の概要をまとめたものです。学校におけるネットワーク

の構築と活用のために有効に利用され、情報教育が一層充実したものになることを期待してい

ます。

平成１１年３月

京都府総合教育センター

所 長 石 村 卓 也
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第１章 は じ め に

１ 研究主題

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用 に 関 す る 研 究

２ 研究主題設定の背景

近年、情報処理及び情報通信に関して機器や回線の性能が飛躍的に向上するとともに、その

技術が発達したことに伴い、マルチメディアや情報通信ネットワークの技術革新が急速に進展

し、学校においても情報通信ネットワークを活用した新たな教育活動が求められています。学

校におけるコンピュータ等の新整備計画に基づく整備が着実に進み、その活用がしだいに拡大

しつつあります。特に、インターネットの普及は著しく、文部省から「2001年までにすべての

学校をインターネットに接続する。」等の計画が発表され、高度情報通信社会に対応する「新

しい学校」づくりが進められようとしています。更に当総合教育センターに京都府教育情報

ネットワーク（「京都みらいネット」）システムの拠点（以下「拠点」という。）が開設され

たことにより、府内の各学校等からのインターネットへの接続が急速に進んでいます。

このような状況のもとで、「新しい学校」に対応するため、コンピュータ教室内だけでなく、

職員室、準備室、事務室などの諸室、さらには普通教室や図書室を結ぶネットワーク（校内Ｌ

ＡＮ）を構築して効果的に活用する教育活動の在り方や、京都みらいネットを有効に活用した

教育活動の在り方についての検討が重要な課題となってきました。

そこで、本研究では、これらの課題を背景に、今後の学校教育における情報通信ネットワー

ク活用等の在り方を検討することとし、上述の主題を設定し、研究を行うこととしました。

３ 研究の内容

本研究主題に基づく研究の内容は、次のとおりでした。

(1) 高度情報通信社会に対応したこれからの学校教育における情報通信ネットワーク活用の

在り方、効果的活用を図るための具体的方法及び課題について調査・検討する。

(2) 学校におけるネットワークの構築及び京都みらいネットの円滑な利活用の方法を検討す

るとともに、情報通信ネットワークの教育利用における問題点等について探る。

４ 研究の年次計画

本研究は、次のような年次計画のもとに進めました。

《第１年次》 平成９年度

・ 学校における情報通信ネットワーク活用に関する先行研究及び実践の状況を探る。

・ 学校における情報通信ネットワーク構築の状況を探り、その在り方を検討する。

・ 京都みらいネットの効果的な活用方法等を検討する。

《第２年次》 平成10年度

・ 京都みらいネットを活用した教育活動の方法及び活用上の問題点等について検討する。

・ 学校等の協力を得ながら、情報通信ネットワークの教育利用における課題や問題点等
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について探る。

５ 平成10年度の研究内容及び方法

本研究の最終年度に当たる平成10年度は、次のような内容及び方法で研究を進めました。

(1) 拠点を活用した教育活動の方法及び在り方に関する研究

・ 拠点を活用した教育活動の方法について具体的に検討する。

・ 学校等の協力を得ながら、拠点を利用したインターネット等の活用の在り方につい

て検討する。

(2) 学校における情報通信ネットワークの活用に関する研究

・ 学校等の協力を得ながら、インターネットや校内ＬＡＮの活用上の課題等を探る。

(3) 研究協力者会議及び研究協力校の設置

・ 本研究では、研究協力者会議を設置して、実践的、専門的な立場から助言を得る。

・ 本研究では、研究協力校を設置して当情報教育研究部との共同研究を進め、実践上

の課題等を探る。
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第２章 学校における情報通信ネットワークの

教育利用

１ 調査の概要

(1) 調査の趣旨

平成８年７月に発表された第15期中央教育審議会第一次答申では、これからの高度情報通信

社会に生きていく子どもたちに、どのような教育が必要かという観点及びコンピュータや情報

通信ネットワーク（以下「ネットワーク」という。）をどのように教育に生かすかという観点

から、各学校段階を通した系統的・体系的な情報教育の実施により情報活用能力の育成を図る

こと、情報機器や情報通信ネットワーク環境を整え高機能化・高度化した「新しい学校」を創

造すること、情報化の進展がもたらす「光と影」に適切に対応することなどが提言されていま

す。

また、平成９年10月の「情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等に

関する調査研究協力者会議」の「体系的な情報教育の実施に向けて」において、情報教育の目

標として「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」があげら

れています。更に、平成10年12月には、幼稚園教育要領、小学校学習指導要領、中学校学習指

導要領が告示され、平成11年３月には、高等学校学習指導要領、盲･聾･養護学校の教育要領・

学習指導要領が告示され、コンピュータやネットワークの教育利用が明示されました。

このような状況の下、府内の学校においてネットワークを教育利用する際の課題や京都みら

いネットの円滑な活用の方法を探るため、各学校における情報通信ネットワークの整備に関す

る実態や教職員の意識などの調査を行い、実態や課題をまとめることとしました。

(2) 調査の内容・方法

ア 調査の内容

この調査においては「情報通信ネットワークの教育利用に関する学校調査」（以下「学校調

査」という。）と「情報通信ネットワークの教育利用に関する教職員調査」（以下「教職員調

査」という。）を実施しました。

学校調査では「回答者の属性」「パソコンの整備状況」「ネットワークの整備状況」「サー

バの整備状況」「インターネットの接続状況」「ネットワーク運営組織の設置状況」「情報教

育等にかかわる校内研修の実施状況」「ネットワークの教育利用上の課題」「京都みらいネッ

トに希望するサービス」について設問を設けました。

教職員調査では「回答者の属性」「パソコンの活用や研修についてのイメージ」「インター

ネットの活用や研修についてのイメージ」「パソコンの利用状況」「インターネットの利用状

況」「インターネットのサービス別利用状況」「インターネットのサービス別教育効果」「イ

ンターネットの教育分野別教育効果」「インターネット等を教育利用するときに大切だと思う

もの」「インターネット等を教育利用するときに情報モラル等の教育で大切だと思うもの」

「京都みらいネットに希望するサービス」「インターネット等を活用した教育を進める上で必

要な研修」「インターネット等を活用した教育を進める上での課題」について設問を設けまし

た。
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イ 調査の方法

(ｱ) 調査期間 「学校調査」 平成10年９月末現在

「教職員調査」平成10年８月～11月

(ｲ) 調査対象 「学校調査」 各学校におけるネットワークもしくは情報教育担当者

等

「教職員調査」各学校におけるネットワークもしくは情報教育担当者

等と当総合教育センター研修講座受講者の一部

(ｳ) 調査形式 質問紙法によるアンケート調査形式

(ｴ) 回収状況 「学校調査」 京都府内（京都市立を除く）公立小学校265校、中学

校99校、京都府立高等学校50校（分校２校を含む）及

び盲・聾・養護学校11校（分校１校を含む）の計425

校から回答を得ました。

「教職員調査」各学校の担当者425名と講座受講者344名を合わせた

769名から回答を得ました。

学校調査の記入者の職名は「教諭」が83.8％で最も多く、次いで「教頭」となっています。

次の表２－１と表２－２は、教職員調査における回答者の「職名別」及び「教職経験年数

別」の回答状況を示したものです。

表２－１ 校種・職名等における回答者内訳

職名等
校長 教頭 部主事 教諭 その他 合計養護教諭

校種

小 学 校 １ ３１ ０ ３１０ ９ １１ ３６２

中 学 校 ０ ２ ０ １８８ １０ ６ ２０６

高 等 学 校 ０ ２ １ １６０ １ １３ １７７

盲・聾・養護学校 ０ ２ ０ ２０ ０ ２ ２４

合 計 １ ３７ １ ６７８ ２０ ３２ ７６９

表２－２ 校種・教職経験年数における回答者内訳

教職経験年数
1年～10年 11年～20年 21年～30年 31年～ その他 合 計

校種

小 学 校 １１０ １６３ ８５ ０ ４ ３６２

中 学 校 ９５ ８７ ２１ ２ １ ２０６

高 等 学 校 ９４ ５６ １８ ３ ６ １７７

盲・聾・養護学校 ９ １１ ３ １ ０ ２４

合 計 ３０８ ３１７ １２７ ６ １１ ７６９

ウ 分析の方法

分析の方法は、各選択肢の単純集計とその百分率、選択順位による重み付け集計、クロス集

計、カイ二乗検定で行いました。
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２ 教育情報ネットワークの教育利用に関する学校調査の結果

［設問１］

本調査用紙を記入される方の校内における分掌等を回答欄に記入してください。な

お、情報教育担当者又はネットワーク担当者の方は該当の欄に○を記入してください。

(記入される方が管理職の方の場合は、この欄の記入は不要です。)

【回答の状況】

次の図２－１と図２－２は［設問１］における回答状況を示したものです。回答者の分掌は

70％以上が情報教育担当者であり、中学校、盲・聾・養護学校、小学校の順に多くを占めてい

ます。高等学校における回答者の分掌ではネットワーク担当者となっている割合が56％を占め

る状況です。

図２－１ 回答者が情報教育担当者である割合 単位（％）

図２－２ 回答者がネットワーク担当者である割合 単位（％）
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［設問２］

本調査用紙を記入される方のコンピュータ経験年数及びインターネット経験年数に

ついて回答欄に○印を記入してください。

【回答の状況】

次の図２－３と図２－４は［設問２］における回答状況を示したものです。

これによると、回答者の54.1％がコンピュータ経験年数６年以上あり、コンピュータ経験年

数２年以上の回答者合計は86.6％を占め、ほとんどの回答者はコンピュータ経験があることを

示しています。

一方、インターネット経験年数については62.6％が経験しており、インターネットの利用が

拡大してきていることが分かります。

図２－３ 回答者のコンピュータ経験年数 単位（％）

図２－４ 回答者のインターネット経験年数 単位（％）
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［設問３］
あなたの学校に整備されているものについて回答欄に○印を記入してください。未

整備の場合は、記入の必要はありません。（複数回答可）
その１ パソコン

（回答欄） インターネットの利用が可能であるパソコン
(OSにWindows95やMAC OS等を搭載しているもの)

その２ ネットワーク

パソコン室内ＬＡＮ
（回答欄）

校内ＬＡＮ

その３ インターネット接続用の電話回線等
（この設問は小学校、中学校の方のみ回答してください。）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄとの接続に専用利用できる
ＩＳＤＮ

一般の電話やFAX等と共用利用する

（回答欄） ｲﾝﾀｰﾈｯﾄとの接続に専用利用できる アナログ電話回線
(パルス式やトーン式

一般の電話やFAX等と共用利用する 等の一般の電話回線)

その他（ ）

【回答の状況】

次の図２－５～図２－７は［設問３］における回答状況を示したものです。

まず、小学校、中学校のインターネット接続可能パソコンの設置率は、全体で67.9％となっ

ています。中学校では、インターネット普及以前の早い時期に導入されたパソコンが現在も使

われていることが考えられます。

次に、ＬＡＮによるネットワークの整備状況は、全体的には３分の１強で、今後の整備が待

たれるところですが、高等学校ではパソコン室と校内ＬＡＮの両方がネットワーク環境で運用

されているところが30.0％あり、何らかの形でネットワーク環境が構築されている学校を含め

ると74.0％となります。なお、パソコン教室が整備されていても、画面転送機能のみで、ファ

イル転送機能を備えていないものは含めていません。

図２－５ インターネットの利用が可能であるパソコンの設置状況 単位（％）
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図２－６ ＬＡＮの整備状況 単位（％）

更に、小学校、中学校における電話回線の設置状況については、インターネット接続専用の
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は70％近くとなり、ＩＳＤＮが急速に普及しつつあることを示しています。

図２－７ 電話回線等の設置状況 単位（％）
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時よりも増加しています。

また、京都みらいネット以外の接続先の主なものとして商用プロバイダ、市町村ネットがあ

げられます。

表２－３ インターネットとの接続率

校 種 接 続 率 ( ﾈｯﾄ )京都みらい への接続率

小 学 校 27.9％ ( 18.9％ )

中 学 校 38.4％ ( 21.2％ )

全 体 35.3％ ( 25.2％ )

［設問５］

あなたの学校では、情報通信ネットワークの教育利用にかかわってネットワーク担

当者が決まっていますか。該当するものについて回答欄に○印を記入してください。

次の図２－８は［設問５］における回答状況を示したものです。

高等学校と盲・聾・養護学校においては担当者が配置されている割合が60％以上あり、兼任

を含めると70％です。しかし小学校、中学校においては専任としては10％前後にとどまってお

り、兼任が多いということが分かります。

図２－８ ネットワーク担当者の配置状況 単位（％）

［設問６］

あなたの学校では、情報通信ネットワークの教育利用を進めるための校務分掌上の

組織がありますか。該当するものについて回答欄に○印を記入してください。

【回答の状況】

次の図２－９は［設問６］における回答状況を示したものです。

ネットワークを教育利用するための校務分掌上の組織の設置状況は盲・聾・養護学校におい
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ています。

図２－９ ネットワークを教育利用するための校務分掌 単位（％）

［設問７］

あなたの学校では、本年度、情報教育や情報通信ネットワークに関してどのような

校内研修が計画されていますか。該当するものについて回答欄に○印を記入してくだ

さい。（複数回答可）

実施済 計画中 研 修 内 容

教科教育における活用

ワープロソフトの操作や活用

（回答欄） 表計算ソフトの操作や活用

データベースソフトの操作や活用

インターネットについての基礎知識

ブラウザの操作やＷＷＷの利活用

電子メールの操作や活用

その他( )

【回答の状況】

次の図２－10と図２－11は［設問７］における回答状況を示したものです。
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「電子メール活用」「ＷＷＷ活用」といったコンピュータ基礎からインターネット関係の研修

が多く見られ、校内の機器整備の進行に合わせ、コンピュータ基礎からネットワーク活用への

順を追った校内研修が取り組まれていることがうかがえます。校種による違いとしては、高等

学校及び盲・聾・養護学校ではネットワークに重点が移っていることが分かります。
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図２－10 情報教育に関する校内研修の実施率 単位（％）

図２－11 情報教育に関する校内研修の実施状況 単位（％）
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【回答の状況】

この調査結果で最も多かったのは「校内研修の充実」の課題でした。ネットワークの教育利

用についての有用性は十分感じており、教育実践を行うには更に研修を深める必要があるとい

う回答が多く見られました。次に多かったものは「設備の充実」の課題でした。その次に多

かったものに「指導者の充実」の課題あげられます。「学校にネットワークの教育利用を指導

する者がほしい」「ネットワークに関する知識を身につけたい」などが主な回答でした。更に、

「具体的指導内容の充実」「授業での効果的な活用」など実践的課題を含む意見もありました。
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［設問９］

学校から京都みらいネットを利用する際にどのようなサービスを望みますか。回答

欄に記入してください。(自由記入欄)

【回答の状況】

この調査で最も多くの回答があったのは、教職員全員のメールＩＤの希望で、京都みらい

ネットが開通の当初から教職員の希望者全員に電子メールＩＤを発行していることについて、

広報活動に一層努めなければならないことを示しています。また、京都みらいネットに期待す

る付加サービスとして「メール配信、メーリングリスト、電子掲示板の設置」などの回答もあ

りました。このことからも情報通信ネットワークの教育利用については、まず教職員自らが、

情報通信ネットワークを活用し、教職員のコンピュータリテラシーを向上させることが前提で

あると考えられていることがうかがえます。

また、情報通信ネットワークの教育利用については、まず「学習に有効利用できそうなリン

ク集の充実」次いで「活用事例の紹介」が続いており、より具体的な教育情報の提示が望まれ

ていることがうかがえます。

その他、「アクセスポイントの増設」「校内研修への支援」「ホームページづくりのアドバ

イス、サンプル紹介」「センター内の教育資料、ソフトウエアの活用例などの紹介」「何でも

サポート窓口」などがありました。また、実際に情報通信ネットワークを学校教育で活用する

際には、多数のコンピュータが同時にインターネットに接続することが予想されるため、「設

備の充実」や「高速回線の設置」「テレビ会議システムの環境整備」など、ネットワーク担当

者の立場から考えられた積極的な回答が寄せられています。
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３ 教育情報ネットワークの教育利用に関する教職員調査の結果

［設問１］

あなたは、パソコンの活用やその研修についてどのようなイメージを持っています

か。あなたの考えに最も近いと思うものにそれぞれ○印を記入してください。

【回答の状況】

次の図２－12は［設問１］における授業でのパソコンの利用のイメージに関する回答状況を

校種別に示したものです。

81.6％の教職員が授業でのパソコンの利用を肯定的にとらえており、校種別では小学校の教

職員が最も高い比率を示しています。

図２－12 授業でのパソコン活用のイメージ 単位（％）

しかし、次の図２－13で見られるように、授業でのパソコンの利用に関しては、若い教職員

ほど肯定的意見が多いという予想に反し、教職経験年数11年以上の教職員が10年までの教職員

より、高い値を示しています。

図２－13 授業でのパソコン活用のイメージ(教職経験年数別) 単位（％）
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次の図２－14はパソコンの校務活用に関する回答状況を校種別に示したものです。パソコン

の校務活用に関しては、校種を問わず肯定的な回答が多く、全体では93.4％の値を示していま

す。

図２－14 パソコンの校務活用のイメージ 単位（％）

次の図２－15はパソコンの研修に関する回答状況を校種別に示したものです。87.5％の教職

員が研修を希望し、特に小学校及び盲・聾・養護学校においては積極的な希望が70％前後とい

う高い割合を示し、研修への強い意欲がうかがえます。

図２－15 パソコンに関する研修のイメージ 単位（％）

［設問２］

あなたは、インターネットの活用やその研修についてどのようなイメージを持って

いますか。あなたの考えに最も近いと思うものに、それぞれ○印を記入してください。

【回答の状況】

次の図２－16は［設問２］における授業でのインターネットの利用のイメージに関する回答

状況を校種別に示したものです。
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これによると、［設問１］の授業におけるパソコン利用に関する回答状況とほぼ同じ傾向で、

授業でのインターネットの利用について過半数が肯定的にとらえており、小学校で最もそれが

顕著であり、校種によって若干の差があることを示しています。

図２－16 授業でのインターネット活用のイメージ 単位（％）

次の図２－17は授業でのインターネットの利用に関するイメージの教職経験年数別の回答状

況ですが、授業でのパソコンの利用の場合と同じ様に、ここでも予想に反し、教職経験年数11

年以上の教職員の方が10年までの教職員より高い割合を示しています。

図２－17 授業でのインターネット活用のイメージ(教職経験年数別) 単位（％）

次の図２－18は教材研究等でのインターネット利用についての回答状況を校種別に示したも

のです。校種による差はあまり見られず、70～80％が肯定的な回答でした。

78.8

84.8

83.4

71.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全　　　 体

２１年以上

１１～２０年

　１～１０年

53.9

54.2

35.4

44.9

67.7

24.6

20.8

29.1

25.3

22.4

17.9

25.0

26.9

25.3

9.1

1.7

5.1

1.5

  

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

合　　　　　　　 計

盲・聾・養護学校

高   等   学   校

中　　　学　　　校

小　　　学　　　校

利用したい どちらかと言えば利用したい どちらともいえない

どちらかと言えば利用したくない 利用したくない



- 16 -

図２－18 教材研究等でのインターネット活用のイメージ 単位（％）

次の図２－19はインターネットの研修についてのイメージに関する回答状況を校種別に示し

たものです。

パソコンの研修と同様に研修したいという回答が78.3％を占め研修意欲が高いことが分かり

ます。しかし、どちらかといえば研修したいという回答が多い点が、パソコンの研修との差と

して表れています。

図２－19 インターネットに関する研修のイメージ 単位（％）

［設問３］

あなたは、学校や家庭等でパソコンを利用したことがありますか。該当するものに

ついて回答欄に○印を記入してください。

【回答の状況】

どの校種においても90％以上の教職員がパソコンを利用したことがあると答えています。ま
たその利用時間については、ほぼ半数が１か月に50時間～100時間となっています。
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［設問４］

あなたは、学校でパソコンを利用していますか。該当するものについて回答欄に○

印を記入してください。

【回答の状況】

パソコンの学校での利用に関しては、１か月に50時間以上と回答した教職員の割合が40.6％

を占めており、10時間以上利用になると70.1％になります。校務処理におけるパソコン活用の

定着ぶりがうかがえます。

［設問５］

あなたは、学校や家庭等でインターネットを利用していますか。該当するものにつ

いて回答欄に○印を記入してください。

【回答の状況】

インターネットの体験から利用までを含めると69.2％の教職員となり、インターネットが広

まってきていることが分かります。その内訳を見ると「体験はしたことがある」と回答した者

が28.0％、10時間までの利用者が25.5％、10時間以上の利用者が12.6％となっています。校種

別では、盲・聾・養護学校では利用したことのある人の比率が比較的高くなっています。

以下の設問６～設問11は、設問５において「利用している」「体験したことがある」と回答

した方を対象としたものです。

［設問６］

あなたが、利用しているインターネットのサービスのうち該当するものを選んで○

印を付けてください。

その１ ＷＷＷ 利用している 利用したことがある 利用したことがない どのようなものか知らない

その２ 電子メール 利用している 利用したことがある 利用したことがない どのようなものか知らない

その３ CU-SeeMe 利用している 利用したことがある 利用したことがない どのようなものか知らない

その４ ネットニュース 利用している 利用したことがある 利用したことがない どのようなものか知らない

その５ メーリングリスト 利用している 利用したことがある 利用したことがない どのようなものか知らない

その６ 電子掲示板 利用している 利用したことがある 利用したことがない どのようなものか知らない
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【回答の状況】

次の図２－20は［設問６］におけるよく利用されているインターネットサービスの三つを校

種別に示したものです。

各校種ともＷＷＷや電子メールについては70～80％の高い値を示しており、１位２位を占め

ています。３位については小学校、中学校、高等学校ではネットニュースですが、盲・聾・養

護学校においてはメーリングリストとなっています。図には表していませんが、各校種とも電

子掲示板の利用もあげられています。

校種別の割合
校種 順位 インターネットサービス

0 50 100

小 １ ＷＷＷ 87.9

学 ２ 電子メール 69.9

校 ３ ネットニュース 34.0

中 １ ＷＷＷ 83.1

学 ２ 電子メール 67.9

校 ３ ネットニュース 44.2

高 １ ＷＷＷ 87.0
等
学 ２ 電子メール 75.8
校

３ ネットニュース 36.1

盲 １ ＷＷＷ 85.0
養・
護聾 ２ 電子メール 80.0
学・
校 ３ メーリングリスト 33.3

図２－20 インターネットサービスの利用状況 単位（％）

［設問７］

あなたが、下記のようなインターネットのサービスを教育利用する場合、それぞれ

の教育効果について該当すると思われるものを選んで○印を付けて下さい。

(1) インターネットの機能面
その１ ＷＷＷによる情報収集

効果がある 少し効果がある 変わらない 効果がない わからない

その２ ＷＷＷによる情報発信
効果がある 少し効果がある 変わらない 効果がない わからない

その３ 電子メールによる交流
効果がある 少し効果がある 変わらない 効果がない わからない

その４ インターネット放送等による情報収集
効果がある 少し効果がある 変わらない 効果がない わからない

その５ CU-SeeMe等のテレビ会議による交流
効果がある 少し効果がある 変わらない 効果がない わからない
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(2) 教育活動の分野
その１ 教科教育における利用

効果がある 少し効果がある 変わらない 効果がない わからない

その２ 特別活動における利用
効果がある 少し効果がある 変わらない 効果がない わからない

その３ 教職員が行う資料収集及び他校の教職員との連絡
効果がある 少し効果がある 変わらない 効果がない わからない

その４ 保護者や地域への広報活動
効果がある 少し効果がある 変わらない 効果がない わからない

【回答の状況】

次の図２－21は［設問７］において教育効果が高いと回答のあったインターネットサービス

の上位から三つまでを校種別に示したものです。

各校種ともＷＷＷによる情報収集が多く、次いで電子メールによる交流となっています。更

に、小学校、高等学校、盲･聾･養護学校ではＷＷＷによる情報発信、中学校ではインターネッ

ト放送等における情報収集がこれに続きます。

＜校種別の割合＞
校種 順位 インターネットサービス

0 50 100

小 １ ＷＷＷによる情報収集 90.7

学 ２ 電子メールによる交流 86.6

校 ３ ＷＷＷによる情報発信 79.3

中 １ ＷＷＷによる情報収集 79.7

学 ２ 電子メールによる交流 70.3

校 ３ 64.5インターネット放送等における情報収集

高 １ ＷＷＷによる情報収集 83.6
等
学 ２ 電子メールによる交流 73.4
校

３ ＷＷＷによる情報発信 68.8

盲 １ ＷＷＷによる情報収集 95.0
養・
護聾 ２ 電子メールによる交流 90.0
学・
校 ３ ＷＷＷによる情報発信 85.0

図２－21 インターネット機能面から見た教育効果 単位（％）

次の図２－22は［設問７］における効果の高いと思われるインターネットサービスの教育の

分野を上位三つまで校種別に示したものです。

教科教育における利用、教職員が行う資料収集及び他校教職員との連絡は共通しており、こ

の他に校種によって特別活動における利用や保護者や地域への広報活動があげられています。
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盲・聾・養護学校では、いずれのサービスも非常に高い割合を示していることが特徴として

あげられます。

＜校種別の割合＞
校種 順位 インターネットサービス

0 50 100

小 １ 教科教育における利用 94.3

学 ２ 93.9教職員が行う資料収集及び他校教職員との連絡

校 ３ 特別活動における利用 88.2

中 １ 教科教育における利用 86.2

学 ２ 86.2教職員が行う資料収集及び他校教職員との連絡

校 ３ 特別活動における利用 79.0

高 １ 89.8教職員が行う資料収集及び他校教職員との連絡
等
学 ２ 教科教育における利用 80.5
校

３ 保護者や地域への広報活動 74.2

盲 １ 100.0教職員が行う資料収集及び他校教職員との連絡
養・
護聾 ２ 特別活動における利用 95.0
学・
校 ３ 教科教育における利用 90.0

図２－22 インターネットサービスに教育効果が期待される教育分野 単位（％）

［設問８］

あなたが、今後、情報通信ネットワークやインターネットを教育利用する場合、次

のどの点が大切だと思いますか。あなたの考えに最も近いと思うものを三つ以内選ん

で、最も近いものから順番に、番号を回答欄に記入して下さい。

順番 １ ２ ３
（回答欄）

選択

１ 他の教科や教育活動との連携

２ 他のメディアとの教育効果の比較

３ 情報モラルに関する知識を身に付けさせる視点

４ 情報を主体的に活用できる資質を身に付けさせる視点

５ 情報活用のためのハード・ソフトについて基本的な理解をさせる視点

６ 保護者や地域とのコミュニケーション及び連携

７ （ ）

【回答の状況】

次の図２－23は［設問８］における回答状況を示したものです。この設問のグラフ化に当た

り、選択順位ごとに重み付けを行い分析しました。

一番高い割合を示したのは、「情報を主体的に活用できる資質を身に付けさせる視点」で、
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以下「情報モラルに関する知識を身に付けさせる視点」「他の教科や教育活動との連携」「情

報活用のためのハード・ソフトについて基本的な理解をさせる視点」と続いています。これら

は、まさに今後の情報教育の柱となるものです。

図２－23［設問８］における大切な点 単位（％）

［設問９］

あなたが、今後、インターネットを教育利用する場合、情報モラル等の教育におい

て、次のどの点が大切だと思いますか。あなたが大切だと思うものから順に三つ選ん

で、番号を回答欄に記入して下さい。

順番 １ ２ ３
（回答欄）

選択

１ ソフトウェア等の著作権の保護

２ プライバシー等の個人情報の保護

３ コンピュータや情報のセキュリティ

４ ネットワーク利用上のマナーやエチケット

５ その他（ ）

【回答の状況】

次の図２－24は［設問９］における回答状況を示したものです。この設問もグラフ化にあた

り、選択順位ごとに重み付けを行い分析しました。

「プライバシー等の個人情報の保護」が最も高く、次いで「ネットワーク利用上のマナーや

エチケット」「コンピュータや情報のセキュリティ」「ソフトウェア等の著作権の保護」と続

きます。
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図２－24 情報モラル教育等のうち特に大切な点 単位（％）

［設問10］

あなたが、学校から京都みらいネットを活用する際にどのようなサービスを望みま

すか。回答欄に記入してください。(自由記入欄)

【回答の状況】

多い順に「活用事例の紹介」「 」「児童生徒用リンク教職員一人一人のメールアドレス保持

集の充実」「設備の充実」「アクセスポイントの増加」「技術面でのサポート」などでした。

［設問11］

あなたが、今後学校において情報通信ネットワークやインターネットを活用した教

育を進める上で必要と思われる研修内容を回答欄に記入してください。(自由記入欄)

【回答の状況】

多い順に「 」「インターネットの具体的な操作」「活用事例の紹介」情報通信の基礎基本

「情報モラル・個人情報保護」「著作権」「具体的な授業設計」「ホームページ作成」などで

した。

［設問12］

あなたが、今後学校において情報通信ネットワークやインターネットを活用した教

育を進める上で課題と思われる点を回答欄に記入してください。(自由記入欄)

【回答の状況】

多い順に「教職員の指導力の向上」「設備の充実」「誰でもパソコンが使える基礎研修」

「教科での活用の具体的な研修」「自己研修」「校内研修の充実」「インターネットができる

環境を増やす」「指導計画の作成」などでした。

38.1

41.7

35.8

37.3

39.5

24.7

25.0

25.1

25.1

24.3

17.4

15.0

20.8

18.2

15.4

16.1

16.7

13.7

14.0

18.4

0.4

0.0

0.5

0.5

0.3

3.2

1.7

4.0

4.8

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

合　　　　　　　 計

盲・聾・養護学校

高   等   学   校

中　　　学　　　校

小　　　学　　　校

個人情報の保護 ネチケット セキュリティ 著作権の保護 その他 不記入



- 23 -

４ 調査結果のまとめ

(1) はじめに

本章の２と３では、各設問についての回答状況を示しましたが、学校調査においては、「①

学校に整備されているネットワーク機器の状況」「②インターネットの接続状況」「③ネット

ワーク運営組織の設置状況」「④情報教育等にかかわる校内研修の実施状況」「⑤ネットワー

クの教育利用上の課題」「⑥京都みらいネットに希望するサービス」の六つの項目について、

教職員調査においては、「①パソコンやインターネットの活用や研修についてのイメージ」

「②パソコンやインターネットの利用状況及び教育効果」「③インターネット等を教育利用す

るときに大切だと思うもの」「④インターネット等を教育利用するときに情報モラル等の教育

で大切だと思うもの」「⑤京都みらいネットに希望するサービス」「⑥インターネット等を活

用した教育を進める上での課題や必要な研修」の六つの項目について、回答状況の結果から見

られる特徴や傾向等をまとめました。

(2) 学校調査のまとめ

学校調査において、府内学校の全体的な状況や課題を校内ＬＡＮなどの情報通信ネットワー

クの構築状況や活用状況等が分かり、学校が情報通信ネットワークの教育利用のために何を必

要としているかが分かりました。学校調査の回答者としては、学校の情報教育担当者又は管理

職が記入されると予想していましたが、ほぼ予想どおり回答者のほとんどが情報教育担当者又

は管理職でした。また、回答者の９割強がコンピュータの利用経験、６割強がインターネット

の利用経験があり、パソコンの利用に慣れた方が主に回答されていることが分かりました。

① 「学校に整備されているネットワーク機器の状況」

学校に整備されているネットワーク関係機器については、パソコンは、多くの学校で導入さ

れていますが、校内ＬＡＮなどのネットワークは、高等学校を除いて、整備されている学校が

少ないことが分かりました。これからの学校の施設整備の課題として校内ネットワークの構築

が考えられるため、本研究資料の資料編に「学校におけるネットワークの構築」として校内

ネットワーク敷設の際の注意点をまとめました。

② 「インターネットの接続状況」

京都みらいネットとのダイアルアップ接続はＩＳＤＮからのみ可能ですが、ＩＳＤＮの設置

率は小中学校で65.4％であり、予想を大きく上回る結果となりました。アナログ電話回線から

ＩＳＤＮへの移行が可能であるため、ＩＳＤＮの新設も含めて学校におけるＩＳＤＮの敷設は、

学校へのインターネットの普及とともに今後増加していくものと思われます。

インターネット接続については、平成10年９月末で35.3％の学校が接続し利用しているとい

う回答でしたが、その後接続した学校があり、平成11年３月現在では、169校､約４割の学校が

京都みらいネットと接続しています。

③ 「ネットワーク運営組織の設置状況」

学校としてネットワークの活用を進めるためには、校務分掌などの組織的な位置付けによる

運用が必要であると考えられます。57.4％の学校でネットワーク担当者が決められていますが、

校務分掌上での位置付けがある学校は35.7％であるという回答結果でした。今後の学校におけ

るネットワークの普及の中で増加していくものと考えられます。
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④ 「情報教育等にかかわる校内研修の実施状況」

校内における研修については、85.9％の学校が情報教育に関する何らかの校内研修を行って

いることが分かりました。またパソコン操作に関する基礎研修だけでなく、インターネットな

どのネットワークに関する校内研修が多くの学校で取り組まれていることも分かりました。

⑤ 「ネットワークの教育利用上の課題」

回答が一番多かった課題は、校内研修の充実を含めネットワーク活用のための様々な研修が

必要であるというものでした。また、ネットワークを指導できる者がいないという回答も多く

あり、今後の情報教育の研修の急務となるものと思われます。

⑥ 「京都みらいネットに希望するサービス」

「教職員全員が電子メールアドレスをもつ」「メーリングリストの設定」などの電子メール

の利用に関する希望が一番多く、次に「リンク集の充実」「活用事例の紹介」などの希望があ

りました。こうした希望を踏まえて、拠点の運用をより充実したものに進めていきたいと考え

ています。

(3) 教職員調査のまとめ

教職員調査においては、多くの教職員が情報通信ネットワークの教育利用に関して、教育効

果があり、コンピュータや情報通信ネットワークの利活用を自ら行いたいという意志を持って

いることなどが分かりました。しかし、情報通信ネットワークそのものが学校においては、新

しい技術であるため、十分な知識のある教職員が少ないということが分かり、ネットワークに

関する資質の向上や指導者の育成が大きな課題であることが分かりました。

① 「パソコンやインターネットの活用や研修についてのイメージ」

この設問においては、単純集計だけでなく教職経験年数とクロス集計をとり、その結果をカ

イ二乗検定して分析を行いました。その結果、予想とは異なる結果が現れました。予想では教

職経験年数が少ないほど、すなわち若いほどコンピュータやインターネットを授業に取り込み

やすく、設問に対して肯定的な考えが多いと考えていました。しかし、結果は、11年目から20

年目の教職員に肯定的な回答が一番多く、次に20年目以上の教職員であり、最後に10年目以下

の教職員でした。

このことがどういう事情によるものかということは、この調査の数値結果だけでは分析でき

ません。今後、各学校や地域等においても、個々の教職員の情報活用能力の状況や授業改善へ

の取組状況とも併せて検討していただきたい調査結果だと考えています。当総合教育センター

としても、インターネット活用等の講座と教科教育に関する講座の両側面から、更に研究して

いくべき課題であると考えています。

② 「パソコンやインターネットの利用状況及び教育効果」

回答者の９割がパソコンの利用経験があり、７割がインターネットの利用経験があると回答

しています。パソコンの利用時間が50時間以上という回答者が４割あり、校務等によるパソコ

ンの利用が一般化しているものと思われます。また、どの校種においても利用しているサービ

スの１位はＷＷＷ、２位は電子メールであり、これらがインターネットを利用する際の中心的

な利用方法となっていることが分かります。インターネットの教育効果についても１位はＷＷ

Ｗによる情報収集、２位は電子メールによる交流をどの校種も効果が高いと考えていることが

分かりました。
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③ 「インターネット等を教育利用するときに大切だと思うもの」

この項目と次の項目の設問は、回答の１位から３位に順に３，２，１の重みを付けて集計を

行いました。すると「情報を主体的に活用できる資質を身に付けさせる視点」が一番多く３割

強、次に「情報モラルに関する知識を身に付けさせる視点」と「他の教科や教育活動との連

携」が約２割、「情報活用のためのハード・ソフトに付いて基本的な理解をさせる視点」が約

１割となっています。情報活用能力の基本でもある情報を主体的に活用できる能力と情報モラ

ルに関する知識がこれからのネットワークの教育利用の要となるものと思われます。

④ 「インターネット等を教育利用するときに情報モラル等の教育で大切だと思うもの」

「プライバシー等の個人情報の保護」が約４割、「ネットワーク利用上のマナーやエチケッ

ト」が２割強、「コンピュータや情報のセキュリティ」と「ソフトウェア等の著作権の保護」

が２割弱という回答結果でした。情報発信や情報交流がインターネット等を利用した教育の中

心となることが考えられることから児童生徒の個人情報の保護が一番大切であり、次にマナー

やエチケットが大切であると考えられていることが分かりました。

⑤ 「京都みらいネットに希望するサービス」

学校調査の回答とほぼ同じ内容で「活用事例の紹介」「教職員一人一人がメールアドレスを

持ちたい」（これについては、拠点では開設時から希望する教職員全員に個別の電子メールア

ドレスを発行しています。）「児童生徒用リンク集の充実」「アクセスポイントの増設」「技

術面でのサポート」などの希望がありました。

⑥ 「インターネット等を活用した教育を進める上での課題や必要な研修」

回答の内容は、大きく三つに分かれました。一つ目は、教職員の指導力の向上のための研修

が必要であるという意見です。二つ目は、設備の充実についてです。三つ目は、学校でネット

ワークの推進をするための要となる指導者が必要であるという意見でした。回答の結果から情

報教育に関する校内研修やセンター研修が、今後の学校におけるネットワークの教育利用の要

となるものと思われます。
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第３章 学校における情報通信ネットワーク活

用の実践例

学校教育にインターネットなどの情報通信ネットワークを活用した事例は、昨年の教育資料

に報告していますように、様々な都道府県で実践されており、各種発表会やインターネットな

どで公表されています。また、インターネットを活用して多くの学校が連携してプロジェクト

を進めているものもあります。

本研究においては、京都府内の全ての学校がインターネットなどの情報通信ネットワークと

接続された場合を想定し、各学校で企画しやすい形態として、２校又は数校の連携による情報

通信ネットワークの活用を実践することとしました。

今回は、小学校４校、中学校３校、高等学校２校、養護学校１校の計10校を研究協力校とし

て依頼し、それぞれの学校に応じたネットワークの教育活用実践を行うこととしました。それ

ぞれの学校は、学校規模や特色、コンピュータやネットワークの導入状況も異なります。

１ 小学校における情報通信ネットワーク活用の実践

(1) 小学校のネットワーク環境及び教育実践の概要

今回の小学校の研究協力校４校における情報通信関連機器の整備状況は、導入後既に何年か

経過している学校、昨年度導入された学校、本年度導入された学校など様々です。共通してい

るのは、京都みらいネットに接続しており、少なくとも１台のコンピュータからはインター

ネットの利用が可能であることだけで、学校規模や特色は様々です。

今回の実践内容の一つは、電子メールを用いて文章や画像で交流する実践、もう一つはテレ

ビ会議システムを用いてリアルタイムで交流する実践です。

ア 電子メールを活用した実践

(ｱ) 学校の概要

今回は、研究協力校のうちＡ小学校（府北部）、Ｂ小学校（府南部）の２校が電子メールを

利用し、それぞれ第５学年の１クラス同士で学級間交流を行いました。

(ｲ) 交流の概要

交流の計画として学級間交流は電子メールから始め、交流の様子や児童の状況を見ながら時

間的に可能であればテレビ会議システムの利用などへ移行することも考慮することとしました。

児童に電子メールを利用させるには、文字入力、メールソフトの操作に関するリテラシーの

育成、ネットワーク上でのマナーの指導が必要です。授業において継続して交流学習などを行

うには教育課程の変更も必要となってきます。このような条件に加えて準備期間が短かったこ

とも考慮して、電子メールの本文を児童が授業等の合間の休み時間に書き、それを担任が送信

することとしました。

交流する電子メールの内容は、主に学校の紹介、クラスや担任の紹介、自己紹介などとし、

そのほかに写真を添付したりしながら交流を進めました。
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(ｳ) 交流及び児童の様子

電子メールによる交流は、学校や担任の紹介から始まりました。次の図 は、当初に両３－１

校で交換された電子メールの例です。これによると学校の紹介や担任の先生、学級の様子など

が簡潔にまとめられており、担当者の事前指導の緻密さがうかがえます。

① Ａ小学校は、今から１２５年前にできた歴史のある小学校です。近くには福知

山城や由良川が流れています。コンピュータが今から１０年前に学校に入り、福

知山の小学校の中では一番早くコンピュータを授業に取り入れています。

（○○ ○○）

② 私のクラスの担任の先生は、○○○先生で、いつもギャグを連発しています。

クラスの良いところは「明るさ」です。どんなことがあってもみんなで明るくが

んばっています。Ｂ小学校の５年３組のみなさんの様子をおしえてください。

（○○ ○○）

図３－１ 電子メール本文の例

学校からの報告では、電子メールの交流が進みお互いの様子が分かりだすとともに、児童が

互いの地域に興味を持ち始めた様子がうかがえます。また、次の図３－２のように電子メール

だけではなく、送られてきた手紙の内容や写真などを教室に掲示して関心をもたせました。

図３－２ 送られてきた手紙や写真を見る子どもたち
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イ テレビ会議システムを活用した実践

現在利用されているテレビ会議システムは、インターネットを用いるものとＩＳＤＮを用い

るものの２種類が一般的です。

インターネットでのテレビ会議システムとしては、ＣＵ－ＳｅｅＭｅが広く利用されていま

す。これにより、インターネットに接続していれば比較的安価なハードウェアとソフトウェア

を使用して遠隔地とテレビ会議を実施することが可能です。また、インターネット上のＣＵ－

ＳｅｅＭｅリフレクタと接続することにより同時に数か所とテレビ会議を実施することができ

ます。ただ、通信速度が十分でないと画像や音声が円滑に受信できないことがあります。

また、ＩＳＤＮを用いて直接相手に電話をかけてテレビ会議を行うものもあります。これは、

インターネットとは異なるテレビ会議専用のシステムを用いています。そのため、テレビ会議

を利用するコンピュータごとに専用のハードウェアとソフトウェアを設置し、ＩＳＤＮと接続

する必要があります。１台のテレビ会議システムを学校内の幾つかの場所で利用する予定があ

る場合は、ＩＳＤＮを分岐させ、それぞれの部屋にモジュラコンセントを設置する必要があり

ます。専用の機器とＩＳＤＮを利用するため画像や音声などは良質であるといわれています。

今回は、後者のテレビ会議システムを実践に使用することとしました。次の図 ３は、こ３－

のテレビ会議システムによる交流の概念図です。テレビ会議は、両方がテレビ会議システムを

起動させた上で、どちらか一方が相手方へ電話をかければ始められます。

Ａ小学校 Ｂ小学校

会 話 者 ﾃﾚﾋﾞ ｼｽﾃﾑ Ｉ ﾃﾚﾋﾞ ｼｽﾃﾑ 会 話 者会議 会議

Ｓ

Ｄ

児童全員 ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ Ｎ ﾋﾞﾃﾞｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ 児童全員

図３－３ テレビ会議システムによる交流の概念図

テレビ会議中のコンピュータの画面には、双方のカメラで撮影されている風景や顔などが表

示されるため、相手の顔を見ながら会話したり、周りの風景を紹介したりすることができます。

画像及び音声は、ほぼリアルタイムに表示再生されます。また、ＶＴＲを接続することにより

録画したビデオテープを再生して見せることが可能です。

テレビ会議システムを授業で使用する際には、教室の児童全員が見やすいようにビデオプロ

ジェクタで拡大して提示することが多いようです。

(ｱ) 交流の内容

次の表３－１は、交流当日の授業の流れです。音声だけの電話などと異なり、テレビ会議の

場合は、相手を身近に感じさせることができます。ただ、交流の授業に慣れるまで児童が戸惑

うことが考えられるため、始めは、授業の流れを綿密に計画する必要があります。



- 29 -

授業は、それぞれの担当者が担任する学級や学年の間で交流として行われました。内容とし

ては、それぞれの地域の特徴、学校や学級の取組などを学習と結び付けながら紹介するもので、

学習発表会の要素も含まれていることがうかがえます。

表３－１ テレビ会議システムを活用した授業の流れ

Ａ 小 学 校 Ｂ 小 学 校 ( ) ( )所要時間 分 開始時刻 分

あいさつ １ ０

あいさつ
学級委員＜児童１名＞ １ １

「Ｂ小学校の３年４年生のみなさん
こんにちは。」

テレビ会議の説明
「みなさんテレビ会議における共

同学習って何でしょうね。カメ ２ ２
ラとモニタを目の前にして、二
つの学校で一緒に学習すること
ということが分かりますか。」

京都府の地図上での位置関係の紹介 ２ ４
「長岡京市と瑞穂町は、地図上では

この程度しか離れていませんが、
実際の距離は○○ｋｍも離れてい
ます車では○分、歩くと○時間
（○日）かかります。・・・」

Ｂ小学校の紹介 10 6
① ３・４年児童の自己紹介
② 学校紹介
③ 歌

Ａ小学校の紹介 ８ 16
① 長岡京市の紹介
② Ａ小学校の紹介
③ ４年２組の紹介
④ 担任、校長の紹介

瑞穂町の紹介 ７ 24
松茸・鍾乳洞について

山地のくらし学習発表 ８ 31
①熊本県阿蘇山（３班）
②高知県池川町・吾川町（４班）

感想 １ 39

感想 １ 40

あいさつ １ 41

あいさつ １ 42
学級委員＜１名＞
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(ｲ) 交流及び児童の様子

両校の児童は、テレビ会議が初めてであったこと

や初対面であり学年も異なっていたためか、始めは

ややぎこちなさも見えました。しかし、お互いの顔

を見ながらの交流であることや事前の準備が十分行

われていたため、やりとりは円滑に進行し、しだい

に慣れ親しみを感じていく様子がうかがえました。

右の図３－４がその授業風景です。

児童は、個人的に質問する時間に最も関心をもっ

た様子でした。遊びのことや近所の日常生活のこと

などの質問が多く、その返答に対して一つ一つ感心

したり納得したりしているようでした。

図３－４ 授業風景

(2) 小学校における実践の成果及び課題

今回は、実質的に短期間の実践となり、各協力校において十分な準備をする時間的余裕がな

かったため、継続的な取組ができませんでしたが、各協力校は工夫を凝らして取り組みました。

以下に、その成果と課題をまとめます。

ア 電子メールを活用した実践の成果及び課題

電子メールが蓄積型の情報通信手段であるという特性が生かされた実践になったと考えられ

ます。つまり、送りたいときに送信し、見たいときに取り出すというタイプの通信手段は、電

話やテレビ会議システムと異なり時間的な調整が不要であるため、交流のような一定期間継続

して行うような実践に適しているということです。今回も、電子メールを書く時間は随時とし、

送信は教員が一括して行う方法であるため、時間設定の自由度が取り組みやすさとなって現れ

ています。

実践の内容としては、短期間の取組であったことから、紹介が主たる内容となっていますが、

ネットワーク上でのマナーの指導が行き届いた電子メールの交流を進められたようでした。

今後の課題としては、電子メールを含む多様な通信手段による交流の在り方及び教育課程に

おける位置づけの検討があげられます。学校・学級間の交流や共同学習を開始するには、どの

ような活動をどの教科・領域で行うのかという計画が重要です。また、どのような地域・学校

と交流を行うのかという検討も必要となります。

なお、今回の二つの協力校は、委嘱期間後も交流を続けており、電子メールだけでなく、社

会科の「通信」の単元で、新しい通信の方法としてテレビ会議を使う交流をする計画も検討さ

れています。

イ テレビ会議システムを活用した実践の成果及び課題

今回は、ＩＳＤＮを利用する専用のシステムを利用したため、画質、音質とも安定した状態

でテレビ会議を利用でき、利用面でのストレスは小さかったと思われます。

担当の先生からは、「テレビ会議システムの利便性が認識できた。」「電子メールなどより

も相手校の児童、先生を身近に感じることができた。」「校内の職員研修としても利用できた
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ため、今後の情報教育推進の契機とすることができた。」などの点が あげられまし成果として

た。

また、今回の交流によって、遠隔地の児童が相手の学校や地域への理解や親密感をもったこ

とにより、参観し体験した両校の教員を中心として、このような学習形態の活用が他教科・領

域においても構想される可能性が高まったのではないかと考えられます。

今回は１回限りの交流でしたが、両校では、初めての試みのため準備に要する時間が多くな

り、担当する教職員の負担が大きかったと考えられます。また、今後の課題として、「今回の

システムを学校が導入するには、専用の機器及びＩＳＤＮが必要である。」「テレビ会議の実

施が可能な学校の一覧が必要である。」「テレビ会議システムの活用が修学旅行や林間学習な

どの学校行事に可能か検討していく必要がある。」などの意見が出されています。
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２ 中学校における情報通信ネットワーク活用の実践

今回は、インターネットと接続されており、複数のコンピュータから同時に利用可能な三つ

の中学校を研究協力校として依頼し、それぞれの学校においてインターネットを活用した実践

を行いました。以下にそれぞれの学校における実践の一端を紹介します。

(1) 中学校のネットワーク環境及び教育実践の概要

ア 電子メールによる国際交流

(ｱ) 学校の概要

Ａ中学校では、９月にコンピュータが図書室に導入され、教師用１台と生徒用６台の計７台

のパソコンがＬＡＮによってつながり、どのコンピュータからも同時にインターネットを利用

できる環境が整いました。その後、情報教育担当の教員を中心として各教科での教育利用につ

いて検討され、２学期から幾つかの教科で利用されるようになりました。

(ｲ) 実践の概要

電子メールは、遠方の人にでも瞬時に届きます。また、電話や手紙と異なり、インターネッ

トの利用・通信料だけ（京都みらいネットの場合は電話料金のみ）ですみますので安価です。

更に電子メールの受信者は、自分の都合に合わせて読み、返信することができるため時差のあ

る国と国との交流では有効な通信手段となります。今回は、１年社会科の第２章「人々の生活

と環境」の「世界の国々」の学習において、37名の生徒が６つの生活班に分かれ、海外日本人

学校の生徒と電子メールによる交流学習に取り組むこととなりました。これにより生徒が海外

で生活する人々の生活、文化について興味や関心を持つことで、異文化に対する学習意欲を高

め、更にお互いに意見を交流し、自己表現と相互理解を行う学習を実践することで、国際理解

を深めていくというねらいをもっています。

なお、生徒が電子メールを送信するまでの手順は、次のとおりでした。

① 各班ごとに当総合教育センターのホームページのリンク集の中にある「社会科の部屋」

から、世界の国々の様々なホームページを閲覧し、興味・関心のある国をリストアップし、

班の中で話合って交流したい国を絞り込む。

② 交流学習を進めるための依頼状を作成するために、自分たちの知りたいことや疑問に感

じることをまとめ、その内容にしたがってワープロソフトを利用して班ごとにあいさつ文

のファイルを作成する。

③ 当総合教育センターにあるリンク集の中から「教育総合」を選び、文部省プロジェクト

に参加している海外日本人学校のリストアップを行い、そのホームページを閲覧し、交流

を希望する海外日本人学校に電子メールで依頼状を送信する。

④ 電子メールの送信が終了した班から、自分たちの質問の内容を画用紙にまとめ、クラス

の中でその内容について発表する。

その後、返信されてきた電子メールに対して、自分たちの学校の様子や行事、自分たちの地

域の紹介などを送信し、電子メールを利用してお互いに交流をすることで、他国の文化に触れ

ながら、交流を進めていく予定としました。
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(ｳ) 生徒の取組の様子

コンピュータの操作については、小学校などで経験があることもあり、基本的な日本語の入

力方法やインターネットによるＷＷＷ及び電子メールの利用方法の指導後には、どの生徒も問

題なく取り組むことができました。また、ティームティーチングによる複数体制で指導に当

たったことから各班へのアドバイスについても十分行うことができました。生徒は、日常から

互いに協力し合っている生活班であったこともあり、実習の当初から意見が活発に出ていまし

た。海外日本人学校のホームページを見ている時にも新たな質問や疑問などが出てきたり、電

子メールで送信する依頼状の内容についても深く検討するといった様子でした。電子メールの

送信後、生徒たちは「見てくれるだろうか」「いつ返ってくるのだろうか」と心配している面

もありましたが、電子メールの返信をとても楽しみにしている様子がうかがえました。

次の表３－２は、今回の授業の流れを示したものです。また、次の図３－５及び図３－６は、

電子メールに取り組む生徒の様子です。

表３－２ 授業の流れ

学 習 の 内 容 所要時間(分) 開始時刻(分)

１ 電子メールの双方向性等の特性や概要を知る。 ５ ０

２ コンピュータを起動し、自分たちがあらかじめ考えておいた交流学 15 ５
習についての依頼文書と質問内容などをテキストファイルとして入力
する。（ローマ字入力表などを参考に班内で協力して入力する）

３ 各班ごとに、海外の日本人学校に送る質問の内容を画用紙に書き、 20 20
お互いに発表・交流し合う。

４ インターネットに接続し、送付先である日本人学校のサイトを開い ５ 40
て、メールを送信する。

５ 学習のまとめをする。 ５ 45

図３－５ 電子メールに取り組む生徒の様子１ 図３－６ 電子メールに取り組む生徒の様子２
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この授業の生徒の感想は、次の図３－７などがありました。

① インターネットで電子メールを送信するなんて、最初は難しそうに思いましたが、

やってみると意外と簡単でした。しかし、知らない人にメールを送るので失礼にな

らないように文をつくるのが難しく思いました。インターネットは、世界中の知ら

ない人とでもすぐ友達になれるし、なんと言っても郵便より速いし、すごく便利だ

と思いました。

② ホームページを見て、班の中で意見を出し合い、交流したい学校を決めました。日

本と違うところもよく分かり大変参考になりました。しかし、いざ相手校への電子

メールによる質問の内容を考えると、話をしたこともない人への送信ということで

大変苦労をしました。早く答えを返信してくれないかと楽しみにしています。

図３－７ 生徒の感想

イ ホームページ検索による調べ学習等

(ｱ) 学校の概要

Ｂ中学校においては、市町村が教育用プロバイダを開設しており、インターネットと接続が

できるようになっています。京都みらいネットとの接続は、インターネット経由となるため、

今回試行的にインターネットを経由して特殊な方法で内部ホームページサーバと接続し、その

情報を見ることができるようにしました。

(ｲ) 実践の概要

Ｂ中学校においては、ＷＷＷや電子メールを利用して次のようなネットワーク活用の取組が

実施されました。

① ３年生進路学習（高校調べ）における調べ学習

生徒が、目的を持って進路を選択できるようにするために、進路情報収集の補助手段として

インターネットを活用できるようになることを目標としました。

実践の内容は、進路学習の一つとして３年生の希望者が毎週月曜日の放課後に進路指導室の

コンピュータ６台を利用して、インターネット上に進路情報を公開している高等学校等のホー

ムページを閲覧し、質問事項などを学校に電子メールで送り、返信を受けることにより進路選

択に生かせる情報の収集を行うこととしました。

② 障害児学級間（学校間）での電子メールを活用した交流

障害児学級の生徒が、学習活動の中でコンピュータの活用を図りながら、更にコミュニケー

ションの道具として活用できるようになることを目標としました。

実践の内容は、生徒一人一人に電子メールのアドレスを持たせ、同じ市内の中学校間で自己

紹介や授業・学校行事の様子などの内容で互いに電子メールを通して交流することとしました。

③ 文化祭の研究展示及び３年生選択社会科における調べ学習

生徒がインターネットの基本的な利用の方法及び情報の選択及び活用の能力を身に付けるこ
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とを目標としました。

文化祭での研究展示は、研究発表の基となる資料を、様々なホームページで調べ、まとめた

上で発表しました。３年生選択社会科においては、生徒自身が設定した研究テーマに沿ってイ

ンターネットを活用し、調べ学習を行いました。

(ｳ) 取組の様子

① ３年生進路学習（高校調べ）における調べ学習

生徒は、インターネットの利用を意欲的に進め、高等学校等のホームページを調べるととも

に電子メール等を使って質問を送ることができるようになりました。また、このような活動を

通してインターネットの基本的なサービスであるＷＷＷや電子メールの操作方法に習熟してい

きました。

② 障害児学級間（学校間）での電子メールを活用した交流

生徒は、１学期には、ワープロソフトの基本的な使い方やブラウザを利用したホームページ

の検索などを通して、コンピュータに慣れていきました。２学期からは、電子メールによる学

校間交流に意欲的に参加しました。生徒に個別指導が行えたこともあり、コンピュータの操作

方法の習熟は速く、メールが到着すると非常に喜び、返信をすぐに送ろうとしていました。ま

た、このような活動を通して障害児学級間の交流が以前にもまして活発となったものと思われ

ます。

③ 文化祭の研究展示及び３年生選択社会科における調べ学習

ほとんどの生徒にとって、インターネットによってすぐに目的に合った資料を探すことは、

難しかったようですが、指導者の指導のもとで意欲的に取り組むことにより、しだいに生徒の

検索技術は向上し、目的に合ったホームページを検索できるようになってきました。また、自

分の研究発表をホームページとして作成し、発表しようとする生徒も見られるようになりまし

た。

ウ テレビ会議システムによる異校種間交流

(ｱ) 学校の概要

Ｃ中学校では、平成10年度にコンピュータが更新され、40台余のコンピュータがＬＡＮと接

続され、どのコンピュータからもインターネットを利用できる環境が整いました。そこで２学

期から３年生選択教科「技術」の時間を中心に授業等でコンピュータが積極的に利用されてい

ます。

この授業では、25名の生徒がそれぞれの興味・関心に応じてＣＧ班("Computer Graphics"

の略)、ＤＴＭ班("Desk Top Music" の略)、インターネット班のいずれかに所属し、週１回の

活動をしています。

本実践では、インターネット班に所属する９名の生徒がネットワークを活用した取組を行い

ました。
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(ｲ) 実践の概要

本実践では、「それぞれの学校の同世代の生徒がお互いの様子を知り、理解を深め合い、友

情の輪を広げる機会とすること」「通信手段について理解を深め、基本的な利用方法を習得す

ること」をねらいとして府内の聾学校中等部の生徒とテレビ会議システムを利用した学校間交

流を実施することとなりました。

交流学習では実際に出会うことが重要な経験となりますが、地理的に離れている場合、継続

的に交流学習を進めるために、情報通信ネットワークは有効な手段であると思われます。特に

テレビ会議システムは、音声だけでなく映像や文字によるコミュニケーションが可能であり、

聾学校との交流に適しているのではないかと思われます。今回は、ＣＵ－ＳｅｅＭｅをテレビ

会議システムとして利用することとなりました。実際の学校間交流の流れは、次のとおりです。

① 10月下旬にＣ中学校インターネット班の生徒代表と聾学校中等部の生徒代表によって事

前打合せが行われた。

② 当日は、インターネット班生徒９名と中等部生徒７名がＣＵ－ＳｅｅＭｅを利用し、次

のような流れで交流を実施した。

ⅰ 両校の代表が声や手話により学校紹介やあいさつを相互に行った。手話の内容につい

ては、聾学校の教員がチャット機能を用いて補助説明を行った。

ⅱ 次に、両校の生徒一人ずつがチャットを中心に自己紹介を行った。

ⅲ 最後に学校の行事、服装、手話等についての質問や交流を行った。

③ 第１回目の交流後、教員が電子メール等で次の交流内容などについて連携をとり、次の

交流に向けての準備を行った。

④ ２月中旬に学校の様子や行事の紹介などを中心に２回目の交流を行った。

(ｳ) 取組の様子

ＣＵ－ＳｅｅＭｅによる他校との交流は初めてということもあり、１回目の交流の始めは両

校の生徒に堅さが見られました。しかし、交流が進むにつれて、お互いの身近な事柄を質問し

合ったり、自らの名前を手話にしてもらうように頼んだりと、多くの生徒が積極的に交流に加

わりました。最後には、今後も交流を続けて行こうと呼びかけ、手を振り和やかな雰囲気の中

で終ることができました。次の図３－８は、交流時のＣＵ－ＳｅｅＭｅの画面です。

図３－８ ＣＵ－ＳｅｅＭｅによる学校間交流
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生徒の主な感想は、「テレビ会議は面白かった」「質問がいろいろできてよかった」「実際に

会って交流したい」「チャットで文字が使えてよかった。」「映像を送るのに時間がかかって

やりにくかった」などでした。

(2) 中学校における実践の成果及び課題

ア 電子メールによる国際交流の実践の成果及び課題

今回の取組における成果として「積極的に授業に臨む生徒が増えてきたこと」「インター

ネットによる交流学習に積極的に取り組む中で機器操作に習熟してきたこと」「海外日本人学

校と交流することにより、国際理解教育の推進につながったこと」などがあげられます。

また、指導者側の課題としては、「インターネットを活用した授業の場合、機器の設定等の

事前準備が大変であること」「授業中に機器のトラブルが起こった場合や生徒の質問などに柔

軟に対応する必要があることから、複数の指導者で授業を進める必要があること」「インター

ネットに接続されたコンピュータが６台でコンピュータを直接操作する生徒が限られるため、

役割分担という点での工夫が必要となること」「電子メールの本文の作成に思ったより時間が

かかること」「全ての班に必ず電子メールの返信が返ってくるとは限らないため事後指導に十

分な配慮が必要となること」などです。

イ ホームページ検索による調べ学習等の実践の成果と課題

それぞれの取組において、どの生徒もコンピュータやインターネットについては、強い関心

を示し、意欲を持って活動しました。また、インターネットにより情報を活用する能力も徐々

に向上していったと思われます。

また、取組を進めていく上での課題は、「電子メールを利用した学校間交流については、担

当者同士の打ち合せが不可欠であること」「一時的なものに終わらないようにするためには、

学校間における交流行事等での生徒同士の交流や学習内容の交流など日常的にメールを使って

交流していくことが必要であること」「導入段階において、生徒はインターネットに対して興

味と関心を示すが、それを継続させて学習させていくためには、適切なホームページやリンク

集などを教師側で準備しておく必要があること」などです。

ウ テレビ会議システムによる異校種間交流の実践の成果と課題

今回の取組において「地理的に離れていても、リアルタイムにお互いの学校の様子を交流す

ることができ、生徒同士が理解を深め合い、友情の輪を広げる機会とすることができたこと」

「今後の聾学校との継続的な交流学習への糸口とすることができたこと」「ネットワークを通

じてのコミュニケーションの在り方について学ぶことができたこと」「チャットは聾学校の生

徒にはコミュニケーションの手段として大変有効であり、生徒の関心も高いことが分かったこ

と」が成果としてあげられます。

また、取組を進めていく中で分かった課題は、「現在の通信速度と機器設定では、テレビ会

議での映像が毎秒１～２コマと遅いこと」「ネットワークが不安定になる場合があり、ホワイ

トボードが機能しないときがある」「高速にデータを扱える安定したネットワークの環境が望

まれること」「チャットによる交流をするためにキーボード操作を事前に習熟させておく必要

があること」などです。
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今回の各中学校での取組は、インターネットの双方向性や広域性を利用した交流学習を中心

として実践が進められましたが、各学校の担当者は事前準備や打合せにたいへん苦労されまし

た。その一例として、Ａ中学校の担当者からの感想を紹介します。

社会科の授業として、海外の日本人学校に交流学習を申し込むことになりましたが

現段階で返事が返ってきている学校は、ナイロビ日本人学校です。内容は大変協力的

であり、「今後もお互いに交流を深めていきましょう。」と大変好意的な内容でした

しかし、そのメールの内容を見て驚いたことは、交流学習の依頼は毎日届いている

という内容のものでした。本校も海外の日本人学校からすれば、そのうちのほんの１

校にしかすぎないのです。今回はこの学習を進める前段階として、事前に依頼文書を

送ったことに先方が感激されて、良い返事をいただくことができました。子どもたち

の学習もこのような教員の努力の上に展開されていくものと思われます。今後も、

ネットワークを活用した先進的な研究が進められていくと思いますが、取組を始めて

気づく問題も多々あると思われます。こういった意味でも事前の教師の負担は大きい

と言えますが、こうした交流学習を実りあるものにするためにも、今後は、子どもた

ちの手で交流内容を充実させていく必要があります。また、教師側にも準備や指導方

法の工夫、情報モラル等についてしっかりとした見解をもつ必要があります。
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３ 高等学校における情報通信ネットワーク活用の実践

(1) 高等学校のネットワーク環境及び教育実践の概要

高等学校において、インターネット等の情報通信ネットワークを活用する場合、授業での利

用以外に教職員の情報収集や情報交流、生徒の進路情報の収集などの様々な活用方法が考えら

れます。逆に学校外からのインターネット利用者には、各高等学校からの学校紹介、学校行事

などの情報の提供、中学生に対する進路情報の提供などが考えられます。

ア 学校の概要

今回の研究協力校である京都府立の高等学校２校は、平成９年度に京都みらいネットと接続

し、専用線でインターネットに接続されています。校内には、42台のパソコンがパソコン教室

に導入されており授業などに活用されています。また、インターネット用のサーバが稼動して

いるため、学校独自に電子メールの送受信やＷＷＷによる情報発信を行うことが可能です。

またこの２校は、内部ホームページサーバ、外部ホームページサーバの両方にホームページ

を公開しており、インターネットに自校の学校紹介等を発信しています。今回、この２校を研

究協力校として依頼し、京都みらいネットの設備を活用した実践を進め、その運用上の成果や

課題を探ることとしました。

イ 実践の概要

実践の内容は、それぞれの高校のホームページの中に中学生からの質問コーナーを作成し、中

学生などが学校生活や教育課程など高校生活についての様々な質問をホームページ上に記入し、

ボタンを押すことにより、高校の担当者にその質問がメールで送られるようにしたものです。高

校内での起案手続を経て、高校内の担当者が、その質問に対して回答を掲載するという形で運用

を進めていただくこととしました。このように今回の実践においては、高校の生徒ではなく、

中学生と高校の間での連携として進めました。

ウ 質問コーナーのインタフェースについて

次の図３－９及び図３－10は、中学生が質問を記述し電子メールで送信するためのページです。

図３－９ 質問を記入し送信するページ１ 図３－10 質問を記入し送信するページ２
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今回は、当総合教育センターのホームページサーバのＣＧＩと呼ばれる機能を利用して、電子

メールを送信する仕組を作成し、そのシステムを利用して実践を進めることとしました。その仕

組の詳細は、両校の担当者と打合せをしながら検討し、将来的には、府内の全校での運用も想定

して作成しました。

エ 質問の状況とその内容

両高等学校と当総合教育センターの詳細な打合せ、機器設定、ホームページの更新、試行を

経て、７月中旬には、準備が終了し運用に入りました。

実際には、２学期の始まる９月から11月にかけて質問メールが寄せられました。Ａ高校では、

企画研究部の情報教育担当者２名が質問メールが来たことを確認すると、その質問に関係する

分掌に回答を依頼します。そして、その関係の分掌からの回答を得た担当者がホームページの

データに追加・修正するとともに校内で回議し、決裁後、内部ホームページにアップロードす

る作業を行いました。更に、外部ホームページサーバからインターネットに公開するために当

総合教育センターに依頼をすることとしました。

質問の内容は、「説明会の日時を教えてください」「推薦入試について詳しく教えてくださ

い」「志望人数はどれぐらいですか」「卒業後の進路情報を教えてください」「Ａ科と他校と

の大きな違いは何ですか」「学校の校則について教えてください」「Ａ科の時間割を教えてく

ださい」「部活動について教えてください」「研修旅行はどこに行くのですか」「留学制度は

ありますか」 「男子と女子の割合はどれぐらいですか」「勉強とクラブの両立は可能ですか」

などでした。次の図３－11は、電子メールで届いた質問に対する回答のページです。

図３－11 中学生からの質問に対する回答のページ

(2) 高等学校における実践の成果及び課題

今回の実践での学校における成果としては、「質問の回答をホームページに多く掲載するこ

とができたため、学校の詳細な内容が発信できたこと」「電子メールで質問を受け付けること

により中学生や保護者が、高等学校に対して感じている疑問が分かったこと」「自校から発信
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しているホームページに対する反応が分かったこと」「入試に関する悩みなどについての相談

を受け付けることも可能ではないか」などがあげられます。

課題としては、高等学校側の体制に関する点と質問メールに関する点の２点が明らかとなり

ました。高等学校の体制に関する課題は、「ホームページを作成できる教職員が限られている

ため、一過的な運用ではなく継続した運用の際には技術的な事項の引継ぎなどの問題があるこ

と」「学校の体制として質問メールをどのように活用していくかの課題が残されたこと」「一

つの高校では、質問はあったものの校内体制上の問題でホームページでの回答まで至らなかっ

たこと」などです。

また、質問メールに関しての課題は、「中学校での電子メールの利用については、現在ネッ

トワークを整備中の中学校が多く、全体としては質問のメールが少なかったこと」「電子メー

ルアドレスが書かれていなかったものも多かったため、直接返事を送ることができなかったこ

と」などです。

なお、どちらの高等学校も中学生や保護者のインターネット利用者は増加していくと思われ

るため、今後とも、この運用は継続して行きたいとの報告がありました。このように、以前な

ら高等学校の内容を知るには、学校説明会に出席するか高等学校に直接電話や手紙で聞く以外

になかったのですが、この方法では、質問した中学生だけでなくそのホームページを閲覧した

すべての者が質問と回答の内容を知ることができるため、今まで以上に学校についての情報を

発信することができるようになります。これは、小学校や中学校など様々な校種で教育活動に

活用できると考えられます。
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４ 盲・聾・養護学校における情報通信ネットワーク活用の実践

盲・聾・養護学校に通学する児童生徒の多くは、自宅から遠く離れた学校に通学していたり、

寄宿舎に入っています。そのため居住している地域に接する機会が少ない場合があります。障

害のある児童生徒の「社会参加」と「自立」を考える上では、地域とのコミュニケーションの

機会は少しでも多いことが望まれます。児童生徒が交流を行うための様々な取組がありますが、

インターネットを利用することにより、距離を越えて更に積極的な交流を行うことができるも

のと考えられます。

今回、京都府立の養護学校１校を研究協力校として依頼し、他の都道府県を含む七つの養護

学校の高等部の生徒がインターネットを通して交流することとなりました。

(1) 盲・聾・養護学校のネットワーク環境及び教育実践の概要

ア 学校の概要

Ａ養護学校は、平成10年９月に京都みらいネットと専用線で接続され、インターネットがで

きるようになりました。現在、校内のネットワークと接続された複数のパソコンから同時にイ

ンターネットを利用することができます。

イ 電子掲示板と学校間交流

インターネットでのコミュニケーションの手段としては、電子メールが一般的ですが、複数

の人が継続した交流や情報交換を行うには不便な面があります。このような利用の場合は、電

子掲示板であれば過去に交流した内容も簡単に見ることができる上にメールよりも操作が簡単

であることもあり、最適な手段の一つと考えられます。次の図３－12は、今回の実践で利用し

た電子掲示板の画面です。

電子掲示板は、自由に自分の意見を書き込み、意見の交流を行うことができます。これは、

距離や時間の制約がありませんので、遠く離れた学校で文字の入力の速くない児童生徒がその

点に気を遣うことなく利用することができます。

図３－12 電子掲示板の画面
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電子掲示板を利用した実践としては、平成８年度から取り組まれた「チャレンジキッズ」が

あります。これは、マルチメディアを活用した取組として注目されましたが、専用のサーバと

ソフトウェアが必要であるため、今回は、フリーウェアとして提供されている電子掲示板用の

ソフトウェアを当総合教育センターのホームページサーバに設定して実践を進めることとしま

した。

ウ 実践の概要

電子掲示板を用いた交流は、高等部の生徒を対象とし、二つのねらいをもたせました。一つ

は、「生徒自身が電子掲示板による交流を通して自己表現することに慣れ、更に自分の将来に

ついて考えること」、もう一つは、「養護学校に在籍する生徒がどのように生活し、自分の将

来をどう考えているのか情報発信を行い、地域や社会と情報を共有すること」です。ただ、こ

の実践においては、配慮すべき事項がありました。それは、「個人情報の保護」と「セキュリ

ティ」です。

電子掲示板上に実名を公開することは、「個人情報の保護」の点から慎重に検討する必要が

あります。そこで今回は、生徒が「ハンドル」と呼ばれるペンネームを使用することとしまし

た。ハンドルは、自分のニックネームを基本としましたが、この概念が使いにくい生徒があれ

ば『ヨシオ』というような「名前」を使うこととしました。今回は、参加する生徒全員がこの

「ハンドル」を考えることを一つの楽しみと感じ意欲的に取り組んでいたとのことです。

また、電子掲示板は、誰でも読み書きできることが理想ですが、「セキュリティ」の面にお

いては、電子掲示板に第三者が無意味な発言を書き込んだり、機能そのものを停止させられた

りする可能性があります。そこで、参加校にはＩＤとパスワードを発行し、電子掲示板の利用

者を限定して交流をすることとしました。更に、インターネットの利用者が生徒の交流の様子

を知ることができるように、電子掲示板に発言された内容を編集し、ホームページから発信す

ることとしました。次の図３－13が「電子掲示板発言ログ」の画面です。これに対して励まし

や質問、共感などが電子メールで寄せられました。

図３－13 電子掲示板発言ログの画面
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エ 実践の様子

この交流の参加校として担当者が以前から交流している５校に参加を依頼し、快諾をいただ

きました。更に、この実践の開始後にもう一校が参加を希望し、最終的に京都府の２校及び東

京都、石川県、徳島県、兵庫県、沖縄県の合計７養護学校が参加することとなりました。生徒

の参加状況は、パソコンの授業の取組として複数の生徒が参加した学校や１人の生徒だけが取

り組んだ学校など様々です。また、ある学校の生徒は、コンピュータにたいへん興味があり、

ワープロソフトの操作などに堪能ですが、話が合う友達が近くにいないという状況でしたが、

この取組を通して同じ興味をもつ生徒同士の交流が始まりました。

京都府のＡ養護学校でのパソコン活用の取組は、職業教育としての作業学習の一つであり、

ワープロ検定試験の合格に向けて文字入力の学習をするのが基本でした。そこでは、静かに私

語なく作業することが要求されましたが、インターネットと接続されたことを受けて、今まで

の学習内容をより発展させた学習が行われました。この学習に生徒は非常に興味を示し、授業

に意欲的に取り組む中で、自然に一つの話題を中心にした生徒間の交流が生まれ、更に外部の

生徒との交流へと実践の内容が広がっていきました。

オ 実践における指導上の配慮

生徒が書いたとおりに電子掲示板へ書込みさせた場合は、マナーや文意の点で交流がうまく

進まない場合が生じると考えられます。そこで電子掲示板への書込みの前に、生徒が書きたい

内容を指導者が聞き、他の生徒の書込みの例で具体的なイメージを持たせたりすることにより、

適切な表現になるようにアドバイスするという形で指導しました。取組の中でマナーに反する

書込みをしようとした生徒がいましたが、指導者がコミュニケーションのルールを丁寧に指導

することにより解決しました。

徳島県の養護学校のある生徒は肢体障害があって、通常のキーボードでは文字入力できませ

ん。そこで、指導者は、次の図３－14のワープロソフトのオンスクリーンキーボード機能を利

用してマウスで文字を入力させるように指導しました。

図３－14 オンスクリーンキーボードの画面

また、生徒が交流をしている相手のイメージをより深められるように、石川県の養護学校と
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は、電子メールに写真を添付して交換も行いました。電子掲示板での文章のやりとりと併せて

身近な友達という意識ができたようです。

また、参加校の指導者が打合せを行うための電子掲示板を別途設け、日常の情報交換の場と

しました。これによって、生徒に対する指導者の適切な働きかけができました。

(2) 盲・聾・養護学校における実践の成果及び課題

今回の電子掲示板による交流は、「生徒自身がたいへん興味を持って取組むことができたこ

と」「養護学校の生徒の活動を一般の人たちに知ってもらうよい機会になったこと」「一般の

人からの電子メールでの励ましに、生徒たちがより一層意識を高めたこと」などの成果があり

ました。また、「担当者用の電子掲示板を設置し情報交換を行うことにより、生徒に適切な指

導をすることができたこと」「担当者間で授業計画などの情報をやりとりすることで、電子掲

示板の機能が一層発揮されることが分かったこと」などの成果もありました。

今回の実践では、「電子掲示板が、障害のある生徒にとって最良のレイアウトではなかった

こと」「電子掲示板のテーマに英単語を使用したのが分かりにくかった」などの課題がありま

した。
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第４章 本研究のまとめと今後の課題

１ はじめに

本研究は、インターネットなどの情報化の波が社会に押し寄せ、学校教育が今までの教育の

内容や方法に加えて、ネットワークを利用した教育を取入れて授業改善を図ることなど大きく

変容し始める中で進めてきました。研究主題として、「情報通信ネットワークの活用に関する

研究」を設定し、学校教育にとって有効な情報通信ネットワークの導入や教育利用に関して文

献・資料調査研究、実態調査研究、意識調査研究、実践研究等の様々な方法を用いて、研究を

進めてきました。平成８年度に立案した２か年の研究計画の策定当時からは、想像できないほ

どのネットワークの社会への浸透と技術の進展がありました。当総合教育センターも「京都府

教育情報ネットワークシステム拠点」の開通以来１年足らずで、インターネットとの接続回線

を 1.5Mbpsから４倍の６Mbpsに増強するとともにサーバやルータの増設・増強が行われるなど

研究事業の周辺の事業においても大きな進展がありました。このような中で、本研究において

数多くの成果を残すことができたものと考えています。しかし、これからも学校をとりまく情

報通信基盤の整備が急激に進むと想定され、今後研究を更に進めるべき課題も明らかになって

きました。ここでは、２か年の研究の経過と成果等をまとめるとともに、今後の課題を示して

本研究の締めくくりとします。

２ 平成９年度の研究経過と成果等

当総合教育センター情報教育研究部においては、平成６年度から３か年間、「教育情報の活

用に関する研究」を行ってきました。学校教育にとって有用かつ良質な教育情報を大量に収集、

蓄積し、これらをどのように活用していくかについて文献・資料調査研究、実態調査研究、意

識調査研究、実験的試行研究等の様々な方法を用いて研究を進めてきました。この間、社会の

情報通信基盤の整備が着実に進み、情報通信ネットワークの導入が急速に進みました。学校に

おいても、「１００校プロジェクト」や「こねっとプラン」など、情報通信ネットワークの教

育利用を実践するプロジェクトが幾つも開始されるとともに学校とインターネットの接続が進

み始めました。それにより、学校における情報通信ネットワークの導入、構築及び教育活用が

課題となってきました。

そこで、平成９年度からは、「情報通信ネットワークの活用に関する研究」を研究主題に設

定し、２か年計画で研究を進めることとしました。

第１年次の平成９年度の研究では、研究の基礎となる資料を得るためこれまでの研究及び学

校等における実践の成果や課題等を三つの視点から探ることとしました。それは、「学校にお

ける情報通信ネットワークの活用」「学校におけるネットワーク構築」及び平成９年度に構築

が始まり同年10月に開通した「京都府教育情報ネットワークの効果的な活用」です。

第１点の「学校における情報通信ネットワークの活用」に関する先行研究等の調査において

は、研究及び実践の多くがインターネットやＬＡＮに関連するものでした。このことから、主

としてインターネット及びＬＡＮの活用を想定して研究を進めました。その活用法を(財)コン

ピュータ教育開発センターの案を参考にしながら、「教科等の指導における活用」「特別活動
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における活用」「遠隔教育における活用」「校務支援における活用」の四つに分類し分析報告

することができました。

第２点の「学校における情報通信ネットワークの構築」に関する調査では、校内ＬＡＮの構

築方法等について、文献調査及び京都府教育情報ネットワーク接続校へのアンケートを中心に

しながら、インターネットからの情報収集を併せて行いました。それによると、学校において

教職員あるいは、生徒を含めて独自のネットワークを構築している例が見られること、イン

ターネットに接続している学校において、インターネットの利用が可能なコンピュータは数台

以内で、端末型の接続が多いことなどが分かりました。しかし、学校及び教職員のインター

ネットに対する関心は高く、ホームページの公開、教材研究、授業、特別活動等でＷＷＷ、電

子メール等を活用する例が多く見られました。この結果から情報通信ネットワークの活用形態

及び構築方法を検討してそれぞれの例を提示することができました。

第３点の「京都府教育情報ネットワークの効果的な活用」に関しては、府内の学校から拠点

の機能を有効に活用するため、利用可能な機能を紹介し、併せて全国の教育情報ネットワーク

の状況を探り、今後の活用の端緒とすることができたと考えています。

３ 平成10年度の研究経過と成果等

本年度の研究は、昨年度の研究に引続き、学校において情報通信ネットワークの活用を行う

際の課題などを知るために「情報通信ネットワークの教育利用に関する学校調査及び教職員調

査」「情報通信ネットワークの教育活用に関する実践」の２点について研究を進めました。

第１点の「情報通信ネットワークの教育利用に関する学校調査及び教職員調査」においては、

情報通信ネットワークの活用に際しての課題が明確に現れてきました。学校調査においては、

校内ＬＡＮなどの情報通信ネットワークの構築状況や活用状況等が分かり、学校が情報通信

ネットワークを活用するために指導者や設備、研修を必要としていることが分かりました。教

職員調査においては、多くの教職員が情報通信ネットワークの教育利用に関して効果があると

考えており、コンピュータや情報通信ネットワークの利活用を自ら行いたいという意志を持っ

ていることが分かりました。しかし両調査から、情報通信ネットワークが学校においては、新

しい技術であり十分な知識や経験のある教職員が少ないため、教育活用の前提として情報通信

ネットワークに関する資質の向上や指導者の育成が大きな課題であることが分かりました。

そこで少しでも学校や市町村(組合)教育委員会に情報を提供できるように本教育資料に「資

料編」として「ダイアルアップ接続の方法(複数台接続)」「専用線接続について」「電子メー

ルの設定方法」「学校におけるネットワーク構築」などを添付することとしました。なお、第

１年次の教育資料には、「ダイアルアップ接続の方法(１台接続)」や「教育資料用語集」を添

付してあります。

第２点の「情報通信ネットワークの教育活用に関する実践」は、府内の研究協力校10校と協

力して実践を進めることにより情報通信ネットワークの教育利用に伴う具体的な成果と課題が

分かりました。

これらの第２年次の研究経過や成果等の詳細については、本教育資料の第２章「学校におけ

る情報通信ネットワークの教育利用」や第３章「学校における情報通信ネットワーク活用の実

践例」などに記載していますので、重複を避けるため割愛します。
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４ 本研究に関する今後の課題等

以上のように、本研究は、「情報通信ネットワークの活用に関する研究｣を研究主題として、

２か年の研究計画の下に進めてきました。この間の社会における情報通信ネットワークの基盤

整備やインターネットの充実ぶりは、目を見張るものがありました。「日本各地を結ぶ高速の

光ファイバ網の完成」「ギガビット単位のネットワーク機器の登場」「日本の学校のインター

ネット接続が１年間で倍増したこと」「学校用のドメインであるｅｄドメインが誕生したこ

と」などです。このような学校をとりまく社会の情報通信基盤の整備は、今後も進んでいくも

のと思われます。その中で今後、情報通信ネットワークを活用した教育活動や学校運営が必須

となると思われる中で、すべての学校において利活用を進める方法について研究を続けて行く

必要があります。そこで、情報通信ネットワークの活用に関して今後の研究課題として次のよ

うなことが考えられます。

① ネットワークを活用するための校内体制や研修の在り方

近未来の学校においての情報通信ネットワークの活用については、各種審議会等で提言され

ており、新しい教育課程の下においては、ほとんどの教科等の中で活用が図られるものと思わ

れます。学校の中で円滑に運用し活用を進めていくためには、学校組織としての取組が重要と

なるものと考えられます。さらには、教職員の情報通信ネットワークの操作技能や教育利用と

いった資質向上のための研修が大きな課題となると考えられます。このように学校において情

報通信ネットワークを有効に活用していくための組織及び研修の在り方の検討が重要な課題で

す。

② 「新しい学校」に対応したネットワーク構築の方法

第２の課題は、学校におけるネットワークの構築と利用について本研究において検討を進め

てきましたが、学校の高度化・高機能化を図る上において、学校にどのような情報機器を導入

し、どのような情報通信ネットワークを構築するかを将来を見通して検討する必要があります。

そして、児童生徒及び教職員が有効な教育利用を進めるためにどのような利用を行うかの検討

が必要です。これにより、情報機器の急激な進展の中で、ハードウェアの面だけで学校が振り

回されるという事態に陥ることなく、学校に情報通信ネットワークが導入された後、長い間安

定した利活用を図ることが出来るものと考えられます。

③ 情報通信ネットワークを活用した授業等の在り方の検討

第３の課題は、学校教育において情報通信ネットワークを活用した教育活動の推進のために、

詳細な指導方法及び指導案の作成とそれを支える教材の整備です。情報通信ネットワークの活

用が可能である領域や単元等の選択、授業等における活用の位置付け、利用する機器等の設定

方法、活用時における指導方法及び評価の在り方などを実際に試行し、分析していくことが必

要です。

④ 情報技術の進展に対応した京都府教育情報ネットワークの運用

第４の課題は、今後も情報通信ネットワークの技術が進展し、学校における新しい利用方法

が見出され拠点としての新しいサービスが必要となってくることが考えられます。それに柔軟

に対応できるようなシステムの研究・開発を進める必要があります。

以上、四つの観点から本研究に関する今後の課題を述べましたが、これらの課題の解決に向

け、本研究から得られた成果を踏まえ、更に研究を継続することが重要であると考えられます。
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お わ り に

平成９年度 情報教育研究部では「情報通信ネットワークの活用に10年度の２年間にわたり、

関する研究」に取り組み、その成果を「教育資料」にまとめることができました。研究を進め

るに当たり、研究協力者の方々や協力校の関係者の方々には、貴重な御助言や授業等での実践

などの御協力をいただきました。ここにあらためてお礼を申し上げます。

ここにこの研究の一応のまとめを致しましたが、申すまでもなく、学校教育において、情報

活用能力の育成は今後ますます重要な課題となってまいります。中でも、ネットワークの活用

はこれからの情報教育の中核的な位置を占めるものと言っても過言ではありません。情報教育

推進に係る研究事業と教職員研修事業を職務とする私たちにとっては、このテーマはこれから

も主要な課題として持ち続けるべきものだと自覚しています。例えば、ネットワーク活用に関

して、学校調査と教職員調査を行い、その結果をまとめ、分析いたしましたが、その中で、パ

ソコンやインターネットを授業で活用したいと考えておられるのは、教職経験年数の多いすな

わちベテランの先生方の方が若い先生方よりも率が高いという調査結果が出ました。私たちの

調査前の予想とは逆の結果であります。これをどう受け止めるかということについては、この

アンケートだけで判断することはできません。来年度以降、研究事業や研修事業などを通して、

先生方が授業改善への取組の一つとして、情報機器やインターネットなどをどのように活用し

ようと考えておられるかなどを分析することにより、この点を更に深めていこうと考えており

ます。

学校等におきましても、この教育資料を活用いただいて、児童生徒の情報活用能力の育成に

向けて更なるお取り組みをいただければと願っております。

なお、この研究の中の教職員調査については、対象者のうちの半数以上が学校における情報

教育（ネットワーク）担当者であるという事情もあって、今までに実施された同種の調査に比

べて、高い数値になっているという面があるということを申し添えます。

来年度以降も、情報教育推進に関する研究を続けてまいります。御協力をよろしくお願い申

し上げます。

京都府総合教育センター 情報教育研究部
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